
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度 事 業 報 告 書

」圭立上営_利活動法人昭和のくらし博物館

1 事業の成果
本年度は、新型コロナウィルス感染拡大による非常事態宣言、休業要請、自粛ムー ドによって、本法

人の基本的な活動を例年通り行うことができませんでした。そのような中で、会費口数の加増、寄付の

募集、グッズ購入による支援などをホームページ、ブログ、ッイッター、フェィスブック、会報で呼び

かけ、例年より多くの支援を集めることができました。また、通常の定休日に映画、スチール撮影等に

協力することで、事業収益を少しでも確保する努力を行いました。さらに、NPO法人として申請できる
コロナ関連給付金、助成金の申請を行い、ある程度の収入を確保することができました。

そのため、対外的な活動は自粛した一方で、運営の基盤整備、登録文化財昭和のくらし博物館のメン

テナンス等に時間と費用を割くことができました。

次年度以降も本年度同様の状況になっても運営費を確保できるよう、オンラインでの会費、寄付の支

払い、グッズ購入、古本募金など、幅広い支援ツールや、事業の公開方法を整備したいと考えています。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 7,220 】千円)
定款に記載

された

事業名

事業内容 日時 場所
従事者

人数

受益

対象者

範囲

受益

対象者

人数

事業費

(千円)

(1)登録有形
文化財昭和のく

らし博物館 (旧

小泉家住宅主

屋)の保全・活
用。公開事業

①登録有形文化財昭和のくら
し博物館を保全、活用、公開
し、昭和のくらしや歴史、文

化財住宅の保全・活用の理解
や普及を行う。

令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく

らし博物

館

学芸員 。学
芸員補・ホ

゛
ラ

ンティアスタッフσ)
べ 26人

一般

市民

2,865人
*1

2,249

②ホームページ、プログ、S
NS等によつて普及を行う。

令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく
らし博物

館

学芸員・学
芸員補のベ

2人

一般

市民

不特定

多数*2

(2)昭和のく
らしに関する調
査研究・展示事

業

①昭和のくらしに関する調査
研究を行い、その成果を展示
する。

令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく

らし博物

館他

学芸員 。学
芸員補・ホ

゛
ラ

ンティアスタッフσ)
べ 7人

一般

市民

2,865人
*1

73

②画家吉井忠の作品及び資料
の保全、調査研究、公開を行
つ。

令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく
らし博物

館

学芸員 。学

芸員補のベ

5人

一般

市民

142人
*1

(3)昭和のく
らしに関する資

料の収集及び保
全・活用事業

①くらしに関する資料の収集
及び保全を行い、これを展
示 。公開する。

令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく
らし博物

館他

学芸員 。学
芸員補のベ

2人

一般

市民

2,865人
*:1

4

②登録有形文化財昭和のくら
し博物館、及び、その所蔵品
の活用のため、展示、研究、

令和 2年
4月 1日
から令和

昭和のく
らし博物

館他

学芸員 。学
芸員補のベ

2人

一般

市民

特別利用
7(有料 5)

件



撮影等の利用に提供する。 3年 3月
31日 まで

(4)昭和のく
らしに関する教

育・普及事業

①くらしの学校 (く らしの伝
承講座、ワークショップ)や
体験学習を行い、くらしにつ
いての教育 。普及を行う。ま
た、これを行う人材を育成す
る。

令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく

らし博物

館他

学芸員 。学
芸員補・ホ

゛
ラ

ンティアスタッフσ)
べ 4人

一般

市民

0名 4,894

②くらしに関するイベント及
び教養講座等の企画及び運営
をする。

令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく

らし博物

館他

学芸員 。学

芸員補のベ

2人

一般

市民

0名

③学芸員実習
行う。

習を 令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく

らし博物

館

学芸員・学

芸員補・ホ
゛
ラ

ンティアスタッフσ)
べ 4人

学芸員

実習生

11名

④昭和のくらしに関する理解
を広く普及するために書籍及
び物品を販売する。

令和 2年
4月 1日
から令和
3年 3月
31日 まで

昭和のく
らし博物

館他

学芸員・学

芸員補のベ

2人

一般

市民

不特定

多数*3

(5)その他目
的を達成するた

めに必要な事業

0

*1 年間来館者数 2,865人のうち、2,354人は入館料 (大人 500円 。高校生以下 300円 。友の会 300円)で (1)― ①

常設展、(2)―①企画展・特別展、(3)―①ミニギャラリー展を観覧した人数の合計。369人は無料 (NPO会員招待券・未

就学児 。関係者・取材等)で入館した人数の合計 (例年は 500人程度)。 142人は追加入館料 (大人 200円 )で (2)―②

吉井忠の部屋を観覧した人数。なお、R2年度の午間開館日は 133(2019年度 164)日。

*2 ツイッター登録者数 3,576(2019年 度 3,200)入 。フェイスブック登録者数 916(2019年度 852)人 (2021年 3

月末)。 ホームページ及びプログは未カウント。

*3 販売額合計 1,580,238円 。

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)
疋款 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)



書式第 9号 (法第 10条 。第 25条関係)

令和 2年度 活動計算書

令和2年4月 1日 か ら令和3年3月 31日 まで

1.  受取会費
正会員受取会費 (7,000円 ×26日 )
賛助会員受取会費 (3,000円 ×168日 )
寄付会員受取会費

2.  受取書付金
受取寄付金

施設等受入評価益
ボランティア受入評価益

3.  受取助成金等
受取助成金
受取補助金

受託事業
4.  事業収:性
(1)登録有形文化財昭和のくらし博物館 (旧小泉家住宅主尾)の
保全・活用。公l'H事業収益
(2)昭 和のくらしに関する資料の調査研究・展示事業収益
(3)昭 和のくらしに関する資料の収集及び保全・活用事業収益
(■ )昭和のくらしに関する教育・普及事業収益
(5)そ の他目的を達成するために必要な事業収益

5.  その他収益
受取利息

雑収益

饉常収益計
Ⅱ経常費用

事業費
(1)人件費
役員報酬

給与手当
臨時雇賃金
ボランテイア評価費用

法定福利費
通勤手当
福利厚生費
人件費計
その他経費
諸謝金
消耗品費
資料購入費
印刷製本費
研修費
会議費
業務委託費
保険料
旅費交通費
通信運搬費
水道光熱費
修繕費

1.

("

用費価

費

賃

評

告

料

家

等

広

借

代

設

伝

賃

地

施

宣

交際費
諸会費
権利料
寄附金支払
租税公課
支払手数料
雑費
その他経費計

事薬費針

182,000

504,000

0

2_584_100

2_980_18日

9

177

0

3,208,583

31,403

０
如
‐００
‐３４
６５２
４０５
０
０２６
‐７５
９６０
９５６
０
０
０
０
２００
鰤

0

249,095

305,640

182,124

0

4,428

7_221_5忠 2



書式第 9号 (法第 10条 。第 25条関係)

管理費
(1)人件費
役員報酬
給与手当
臨時雇賃金
ボランティア評価費用
法定福利費
通勤手当
福利厚生費
人件費計

くの その他経費
消耗品費
資料購入費
印刷製本費
研修費
会議費
業務委託費
旅費交通費
通信運搬費
水道光熱費
賃借料
地代家賃
施設等評価費用 (年度末に計上)
交際費
諸会費
租税公課
支払手数料
雑費
その他経費計

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
E経常外収益

経常外収益計
経常外費用

経常外■月計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及事業税
当期繰饉正味財菫額
前期二越正味財菫額

808.207

14,945

0

19,196

0

0

0

0

9,736

0

0

0

0

2,900

0

12,568

173.387

680.

０
一“

一呻
_上型菫墜
1.705.670

70,00H)

610,046

2.



法人名:特定非営利活動法人昭和のくらし博物館

令和3年  3月  31日 現在

科   目

1,749,208

1.749.208

膠
・】

″1胴田

Ｆ

Ｌ

1。705.670

1,749,201

ｎ
Ｖ

Ｏ

〉

ハ
υ

ｎ
Ｖ

Ｕ^

　
Ａ
υ

＾
υ

●
０

・４

I賢産の部
1.流動資産
現金預金

未収金

前払金

仮払金
立替金

流動資産合計
2.固定資産
(1)有形固定資産

(2)無形固定資産

(3)投資その他資産

固定資産合計

資産合計
Ⅱ負債の部
1.流動負債
短期借入金

未払金

前受金

仮受金

預り金

流動負債合計
2.固定負債
長期借入金

固定負債合計

負債合計
Ⅲ正味財産の部
前期繰越正味財産

当期正味財産増減額
正味財産合計
負債及び正味財産合計

1,095,624

610,046



令和 2年度  計算書類の注記
特定非営利活動法人昭和のくらし博物館

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 PO法人会計基準協議会)に よつています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
移動平均法に基づく原価法によつています。

(2)固定資産の減価償却の方法
有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。
無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

(3)引当金の計上基準
・ 賞与引当金
従業員の賞与の支給に備えるため、翌期賞与支給見込額のうち当事業年度に帰属する部分の金額を計上しています。

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載してい

(5)ボランティアによる役務の提供
ボランティアによる役務の提供は、「4.活動の原価の算定にあたつて必要なボランティアによる役務の提供の内訳」として注記しています。

(6)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込経理方式によつています。

2.事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下の通りです。

科  目 tl,屋物保
全・活 用・公開

t2'調 査 研
牢・犀 示 事 業

(3り 資科 収

隼・保 全・活 用

t4り 教 育。晋
及事輩

(5,その他争
業

事業部門計 管理部門 合針

I経常収羞
1.受取会費
2.受取寄付金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益

経常収差計
肛経常費用
(1)人件費
役員報酬

給与手当
臨時雇賃金
ボランティア評価費用
法定福利費
通勤手当
福利厚生費
人件費計

(2)その他経費
諸謝金
消耗品費
資料購入費
印刷製本費
研修費
会議費
業務委託費
保険料
旅費交通費
通信運搬費
水道光熱費
修繕費
賃借料
地代家賃
施設等評価費用

宣伝広告費
交際費
議会費
寄附金支払
租税公課
支払手数料
新聞図書費
権利料
雑費

その他経費計

経常費用計
当

"経
常増鴻ロ

0

1,061,624

0

801,200

0

0

0

0

0

0

0

497,750

0

744,175

0

1,690,238

1,805,799

0

2,989,188

686,000

817,988

2,584,160

0

177

686,∞ 0
2,623,787

2,58■ 1(Ю

2,909,188

177

1.862.824 497.750 2.434.413 4.794.987 4.088.325 8_888_31

0

640,000

0

1,061,624

76,086

0

3.207

0

0

0

0

0

0

0

2,568,583

31,403

0

482,815

24,640

13.549

0

0

0

0

0

0

0

3,200,583

31,403

1,∞ 1,6Z
558,901

24,αЮ

16.756

0

560,000

0

105,352

99,825

43,120

0

3,760,583

31,403

1,1“,9■

6口3,7:嬌

67,700

16。756

1.780.917 3.120。 1】 DI 4,901,907 800.207 5.710_204

0

17,919

0

34,254

0

0

0

2,400

0

20,123

50,443

163,405

0

180,026

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

47,604

0

0

0

0

0

0

1,100

8,932

15,756

0

0

0

0

0

0

0

0

0

2,120

0

0

0

0

0

0

2,200

0

0

0

0

0

0

0

0

183,572

305,640

147,870

0

4,428

0

0

0

149,959

161,209

0

0

0

744,175

36,960

0

0

0

0

2,200

0

0

37,380

0

240,095

305,日Ю

182,124

0

4,428

0

2,4Ю0
1,100

181,134

211,652

163,405

0

lm,o闘
744,175

86,960

17,950

0

0

0

2,200

0

0

37,380

0

0

14,945

0

19,196

0

0

0

0

0

114,042

9,736

0

0

0

0

0

0

2,900

0

0

12,568

0

0

0

264,00
■)5,140

"1,3"0
■

“

狙

0

2,400

1,100

295,176

221.388

163,“ 5

0

180,026

744,1■

86,960

17,950

2,900

0

0

14,768

0

0

37,380

0

488_570 73.302 4.320 1.773.303 2_310.675 173_387 2_403_062

2_240_487 73.392 4.320 4.89■388 7_21_582 鯛 1_田4 8.203.2■

△ ■6.“3 △ 73."2 403.甍Ю △ 2.459.970 △ 2.盤6.595 3.106.641 優Ю.040



令 額 算 定方法内 容

085円 +地代480,000円 +火
744,175び吉井忠の部屋経費

090円

3施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4.活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳

5.使途等が制約された寄附金等の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は1,705,670円ですが、そのうち125,840円 は、下記のように使途が特定されています。

したがって使途が制約されていない正味財産は1,579,830円です。

6.固定資産の増減内訳

7.借入金の増滅内訳

8.役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

9そ の他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

・ 事業費と管理費の技分方法
各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当及び通勤手当、法定福利費、通信運搬費、水道光熱費については従事割合に基

づき按分

しています。

。 その他の事業に係る資産の状況

内容 金 額 算 定方法

1,061,624 単価は東京都の最低賃金によつています
事業部門ボランティアスタッフ

1,013円 ×8時間 X131人 日

105,352 によつています
1,013円 ×8時間×13人 日

ランティアスタッフ

当期減 少額 期 末残高 備 考

125,840 125,840

科 目 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

当期借 入 当期返 済 期末残 高科 目 期首残 高

合計

内役員及び近親者との取引科 目 計算書類に計上された金額

24,000

6,028

360,052

182,124

211,652

360,052

7,3727,372

印刷製本費

水道光熱費

地代家賃

(貸借対照表)

立替金



法人名 : 特定非営利活動法人昭和のくらし博物館

令和3年  3月  31日 現在

科  目

９

８

２

３

２

５

ｎ
ｖ

′
０

９
一

，
“

０
′

（６

４
‘

ｎ
Ｏ

Ｖ^

1,749,208

ｎ
Ｖ

Ｕ^

ハ
Ｕ

【
じ

43.538

43,538
●
０

，

“

う
０

Ｆ

」

1.705.670

11賢菫の部
1.流動資産
現金預金

手許現金

ゆうちょ銀行当座

城南信用金庫
その他金融機関
未収金

前払金

仮払金
立替金

流動資産合計
2.固定資産
(1)有形固定資産

(2)無形固定資産

(3)投資その他資産

固定資産合計

資産合計
Ⅱ負債の部
1.流動負債
短期借入金

未払金

前受金

仮受金

預り金

預り社会保険料 (健保。年金・雇保)

預り源泉税

預り住民税
友の会費

流動負債合計
2.固定負債
長期借入金

固定負債合計

負債合計
正味財産



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

盤立上宣型量塾塗△里菫2 くらし博物館

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ )
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1 0事 。監事
r.l.r' i i.x': 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年 月

月

日

日年小泉 和子

９

“ O事 。監事

l/\" Yy r1" a 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年  月  日

年  月  日小林 こずえ

3 0事 。監事
コマツ  サトシ 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年

年

月

月

日

日小松 敏

4 O事・監事
シモナカ  ナホコ 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年  月  日

年  月  日下中 菜穂子

5 0事・監事
ニシムラ  シンタロウ 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年 月

月

日

日年西村 慎太郎

6 0事・監事
マスタ
゛
  カツヒヨ 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年  月  日

年  月  日増田 勝彦

7 0事 。監事
lnY, :./" tlt 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年 月

月

日

日年山下 順子

8 理事。③事
ヤマオカ  ヨシノリ 令和2年4月 1日

令和3年3月 31日

年  月  日

奪二  月   日山岡 義典

Ｑ

υ 理事・監事

年  月  日

年 月 日

年  月  日

年  月  日

10 理事 。監事
年   月   日

年  月  日

年 月

月

日

日年



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿
令和 3年  3月 31日 現在

特定非営利活動法人昭和のくらし博物館

氏   名 住 所 又 は 居 所

小泉 和子

2 小林 こずえ

3 小倉 好文

4 噌田 勝彦

5 山下 順子

6 山岡 義典

7 玉井 哲雄

8 前潟 由美子

9 木下 真理

10 野々村 健三


